
実験結果のデータ処理と考察を行う学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動    

 活動内容 活用ポイント／留意点 

 

一斉 

前時の振り返

り 

課題の確認 

 

 

 

 

 

班 

実験 

動画撮影 

 

個別 

結果の記録 

記録の処理 

班 

データ入力 

 

考察 

一斉 

グラフの確認 

動画の比較 

 

１ 前時の振り返り 

・前時の授業で明らかになったこと

や振り子によって振れ方が異なる

ことについて確認する。 

２ 課題の確認 

 

・おもりまでの長さではないか 

・振れ幅ではないか 

・おもりの重さではないか 

３ 実験、結果の入力と考察 

・仮説を立てた三つの条件につい

て、一つずつ実験を行う。 

 

・１往復にかかる時間を計算し、用

意されたファイルに入力する。 

・グラフを基に考察する。 

 

 

４ 分かったことのまとめ 

・グラフを基に考察を発表する。 

・前時までの実験動画と比較する。 

・「振り子が１往復する時間は、振り

子の長さによって変わる」ことを

まとめる。 

・表計算ソフトを使って振り子が１往

復する時間を児童が入力するだけで

グラフ化するデータファイルを作成

しておく。 

 

 

 

 

 

 

・測定した記録はワークシートに記入

し、1往復にかかる時間はデータファ

イルに入力する。 

・実験の様子を撮影する。 

・作業の進捗状況が分かるようにグラ

フ等を大型モニタに映し出す。 

・他の班と数値が大きく違う場合は原

因を考え、再実験するよう助言する。 

 

・前時までの動画や本時の動画を再生

し、運動の様子を比較しながら、振り

子の運動の規則性を確認する。 

 

使用する機能：データ共有、画面共有、動画撮影 

使用するアプリ：学習支援ソフト、 

表計算ソフト（スプレッドシート、Excel） 

理科・小学校５年・振り子の運動 

ねらい：①各班の実験結果を共有し、振り子の運動の規則性を見いだす。 

    ②条件の違う実験動画を比較し、結論の妥当性を確かめる。 

期待される効果 

① 各班の実験結果を表計算ファイルに入力することで、学級全体の結果が

グラフに表示され共有することができ、他の班の結果と比較し検討するこ

とが容易になり、考察や結論の導出の時間を確保することができる。 

② 振り子の運動の規則性を視覚的に理解することができる。 
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入 

展 
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ま
と
め 

振り子が１往復する時間は、何によって変わるのだろうか。 


